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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
座位時間は身体活動量と独立して心血管疾患のリスクであることが明らかとなっている。繰り返し

断続的に行う細切れ運動は 長時間の座位を防ぐことができ、かつ手軽に行え、心血管疾患の要因とな

る食後の中性脂肪濃度の上昇を抑制することが報告されている。しかし、先行研究では健常成人や男

性を対象にした研究が多く、脂質異常症に罹患する患者、特に脂質異常症に対するリスクが高い閉経

後女性への運動介入効果は明らかとなっていない。さらに、細切れ運動によって食後中性脂肪の上昇

が抑制される作用機序について、明らかとなっていない。そこで本研究は高中性脂肪血症に罹患する

6 5 歳以上の閉経後女性を対象に、細切れ運動による食後中性脂肪への影響を検証することを目的とし

た。  

 

対象は高中性脂肪血症に罹患する 6 5 歳以上の閉経後女性 1 4 名であった。参加者は、安静試行、連

続運動試行および細切れ運動試行の 3 試行に参加した。実験デザインは、無作為化交差実験とし、各

試行の間は少なくとも 7 日間以上の間隔をあけた。実験前日は激しい運動・飲酒を控え、各試行共に

実 験 前 日 の 食 事 を 統 一 す る よ う 依 頼 し た 。 参 加 者 は 実 験 当 日 朝 0 7 :50 に 来 研 し 、 0 8 :0 0 よ り 朝 食

(5 4 7 ±11 5 k c a l )、11 :0 0 より昼食を摂取した (5 4 7 ±11 5 kc a l )。安静試行は実験を開始した 0 8 :0 0 から実験終

了の 1 6 :0 0 まで座位安静を保った。連続運動試行は朝食摂取後に 3 0 分間の座位安静を保ち、その後、

0 9 :0 0 か ら 0 9 :3 0 ま で ト レ ッ ド ミ ル を 用 い て 、 個 人 が 早 歩 き と 感 じ る 速 度 で 連 続 歩 行 運 動 （ 3 .8  ±  

0 .2 k m/h）を行った。  その後は、 1 6 :0 0 まで座位安静とした。細切れ運動試行では 0 9 :0 0 から 1 5 :0 0 ま

での間、 1 回 1 .5 分としたトレッドミル歩行を連続歩行試行と同じ速さで計 2 0 回、合計 3 0 分間行っ

た。トレッドミル歩行間は座位安静とした。血液を 8 :0 0、 1 0 :0 0、 1 2 :0 0、 1 4 :0 0、 1 6 :0 0 の時間帯で採

取 し 脂 質 代 謝 関 連 項 目 を 測 定 し た 。 主 評 価 項 目 を 中 性 脂 肪 、 副 次 評 価 項 目 を ア ポ リ ポ 蛋 白 B4 8

（ Ap o B4 8）とアポリポ蛋白 B1 0 0（ Ap o B1 0 0）とした。  

 

本研究より、細切れ運動は長時間の座位を中断させることができ、日常生活においても手軽で習慣

化可能な食後中性脂肪上昇を抑制する身体活動であることが示唆された。また、食後中性脂肪の上昇

を抑制した作用機序について、外因性（小腸由来）リポ蛋白のカイロミクロン・カイロミクロンレム

ナントの構成成分である Ap o B4 8、内因性（肝臓由来）リポ蛋白の V LD L の構成成分である Ap o B1 0 0

の測定を行ったが、どちらの項目においても試行間に有意な差は認められなかった。したがって、中

性脂肪の合成に差異が試行間でなかったため、現在、中性脂肪の分解に関わるリポ蛋白リパーゼの測

定を実施している。                                
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